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結核菌の形態及び發育様式の閲明

京 都 大 學教 授
植 田 三 郎

結核 研究 所所 員

一 初はブイ戸ン其の他の液饅増養基にのみ焚育し、

緒 醤 後には寒天培養基にも鶴 する事が出來る.而 し

1.多 形態性の主張と其の根擦 て此の形態に固定する事もあ り、又通常の細菌の

極めて多鍛の既往の業績を護んで直ちに氣付 く 形態に移行する事 も出來る。其の後Lδhnisは

事は、結核菌の形態に關する所見なり・それに立一deAzobacterに 就て・叉EnderleiRは 其の他の璽種

脚する焚育様式の解繹 なりが絵 りにも匝 々であつ の細菌に就て、叉Pan.eka・Zakharoffは ミコバ

て、何れに就き何れをとるべ きかに迷 う事 であ クテ リウムに就て、処Kendal1は 腸チフス菌に

る。而 も是等の匠々な所見、見解はそれ を綜合判 就て同翻の観察を途げ、何れ も等 しく上述Ha{L

断する事さえ困難であつて、その結果は我 々は結1eyの 見解を支持 し、G形 は各種の細菌に普遍的

核菌を多形態性を示すところの特殊な細萬 として,に 現われる事を明らかにした◎

他種細菌 とは別個に理解しようとする。現状に於 今結核菌に關する同様の研究を見 るにMiller

ては斯様な理解も亦巳むを得なMか も知れ ない は人型結核菌H37か ら得た着色攣異株の濾液を

が、それは結局結核の病理、冤疫の理解を、或は 放置する事によつて、非抗酸性の球菌歌、隻球菌

診断法の確立 を、或は又豫防、治療の封策の樹立 歌・桿菌朕及びディフテPイ ド厭の形態が獲育す

を妨げ、混迷に陥れて"る のではなかろうか。既 るのを認めた。又同檬にしてMellona.Fisher

往の多数の業績は既に成書に集録せられたものが は鳥型結核菌及び非病原性抗酸性菌の培養濾液を

多込から・此虚では多 少とも注目すべき特色のあ 濾過の直後ブイ導ンに混合 し・魂 日後に町 穎粒

る研究の二・三に就て述べ、なお其の後に現歌に於 駄及び球菌歌の形態が嚢育するのを認め、それを

て如何なる疑問が愛るかを吟味 したい。而 して此 更に血液寒天に移すことによつて原菌形に復蹄す

の疑問の閲明のために試みた私の實験、観察の結 るのを観察 した。Thuringe∫a.Rutler;Thurin一

果 を総括 し・是等既往の業績と比 較、封 照 しつger,Butlera・Wilberも 亦数株の人型結核菌を供

つ、結核菌乃至一般 ミコバクテリウムの形態及か 試し、濾液を種々の日籔放置する事によつて、上
ノ

嚢育様式に就て考察を試みたい。 述研究者等と略 玉同様な非抗酸性の種々な形態の

2・G形 に關ずる研究 焚育するのを認めた。最近我國に於て笠原は鳥型

かつてHadleyは 志賀赤癒菌の培養濾液を放 結核菌及びBCGの 浮游液に超晋波を作用ぜしめ

置する事によつて・その中に微小髄の出現するの て後濾過 し・濾液を培養 して抗酸性の 菌 饅 迄得

を観察 した。此の物は図形穎粒歌で・明らかに可 た◎氏は電子顯微鏡旬親の菌膿内穎粒が超晋波作

覗限界の小髄であつて氏は此の物を細菌の畿育過 用によつて菌鰻から游離 し、濾過せられて嚢育 し

程中の一時的な移行形乃至は段階であると判断 し たものと判断 した。 ご

た。而して此の小髄は濾過形そのものではないが・ 上述G形 に關する研究は、ムッシ、穎粒を菌鰹力、

瀾 形か嬢 育す撮 初の覗 形態であつて・當 ら艦 して辮 蘇 咄 し期 再生能力を確めよ

霧'
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うとした彼の有名なFontesの 濾過實験、EPち動

物接種による濾過形の研究を一歩進めて濾過形か

ら桿菌形に移行する中間の稜育形態の存在を形態

的に立誰しようとしたものである。併 し乍ら培養

濾液の放置によつて、其の申に一定の可観形聾の

出現するに要する日数な り、又其 の場 合 の温度

一一 多 くの場合は室濫放置一 な り又登育 し來た

る形態なのが必すしも常に一定 しな い 等 の諸貼

に、なお不安と疑惑 を招 く蝕地が多分に存する如

く考えられ る。例えばべ 砂 皿に盛つた卵培養基

上の結核菌から濾液を作つた時は、上蓮研究者等

のいう妨き所見に到達する場合があるが、併 し若

し試験管に培養 した結核菌か ら濾液を作つた場合.

は、同様の結果 を見るを得ない黙から見て、kahn

は濾液中に萬現する如上の形態は惑 らくは混入 し曲

た雑菌に由來するものであろ うと断 じたが、動物

接種による結核菌濾過形の立誰が絶えす受けたと

同様な斯様な苛酷な、反駁 を此の種研究 も亦受げ

なければならない事は實験方法その ものから考え

て又已むを得ないか も知れない。併しながら此の

様な反駁はともか くとして、行 き機んだ結核菌濾

過形の研究を一渉 前進せ しめようとする斯様な研

究には注意する要がある◎

3.ミ クロマニブラ トールによる槻察

上述の如 く見る時、動物接種による濾過形の實

験にしても、亦上述G形 のそれにしても、實験方

法その略 のに根本的な不安の俘 う事は 孚 われ な

い。從つて斯様 な不安 を抹清すべきより安全な新

しい方法、手技の考案がなV・限 りは、濾過形及び

G形 に關 してぱ因より、それらに立脚する嚢育褒

の主張に關 しても亦論孚は盤 きるところを知らな

いであろ う。結核菌の形態一 それは勿論その嚢

育の過程と關聯ぜ しめつつ、帥ち甲の形態か ら乙

の形態へ、更に丙の形態へ と系統立つた配列に於

て槻察するのでなければならない◎断片的な形態

的憂化 を観察 して、それを観念的に蓮結ぜ しめ、

其虚に一つの獲育環 を想定するのも、現歌に於て

は理解の仕方であるか も知れないが、斯様な理解

には常に不安が俘 う◎

此の様な理由で私は最 も直接的な方法と考えら

れ るミクルルギーの與える所見に多大の期待を持

つ た 。lilの 方 法 を試 み た研 究者 と して はSweany

;Kahna・Torry等 が最 初 で ある 。併 し なが ら
ボ

それ等の研究者の得た所 見 は私 の期待を裏切つ

た。それ等の研究者の追跡 し得た獲育様式は必す

しも輩純なものではない。例 えばKahnの 所見

を吟味するに1個 の菌髄が4個 内外の穎粒に破砕

し、夫 々の顯粒は更に進んで2個 宛に分割 し、期

様に』て途には極めて多数の細 い繊維歌の形態に

攣化する務合 もあれば、1個 の穎粒が伸長 して桿

菌歌 となる場合 もあり、或は又桿菌形の一端に見

出される穎粒から細い綜歌の突起を幽し、恰 も盛
を

・芽を想わしめるが如き場合 もある。既にミクルル

ギー乃至は類似の方法によつて観察を企てた研究

者は少 くなく、Mellon;Wykoft;Wykoffa.Smit・

hbum;中 村;占 部等を學げる事が出來る。併 し

ながら是等の研究者の得た所見 も亦實に匠々であ

つて、結核菌は果 して斯檬な匠 々な嚢育様式を自

由にとり得るものであろ うかと驚 く。成程是等の

所見に就ては、顯微鏡下に捕 えた菌膿なり、或は

頴粒な りが、染色ぜられない歌態では、それが生

活力乃至畿育力を持つた菌髄 乃 至 は 顯粒である

か、或は又菌艦から游離 した生活力を有 しない墾

性産物 としての顯粒乃至は老療 した菌燈であるか

によつて、其の後の攣形の過程は嘗然稠違するで

あろう事は、容易に考え得 られるところであつて、

所見の中の或るものはOerskovの い う如 く、明

らかに攣性、崩壊の過程を示すに過ぎない もの も

あり得るであろう◎

4.集 落切片標本の観察

此の槻察法の考案は決 して新 しいものではない

が、その考察の猫創的な事が、得 られた所見の輿

味ある事とともに注 目に値する。蓋 し從來形態的

攣化に關する観察は、専 ら培養或は喀湊等の病原

材料の塗抹標本乃至は病竈組織の切蛭標本に就て

行われたのであつて、たとえ其虚に種々形態、染

色性を異にする菌髄 を見出し得たとしても、それ

等の相互の自然の配列を窺V難V・ 結、果は、如何な

る形態が如何なる形態に襲育乃至攣性、移行 して り

行 くか、系統立つた所見を得るに困難がある。此の

困難を打開する方法の一つは、集落内部に於て種

々形態、染色性を異にする菌髄が、自然に相互に

、
一 一 ・2・__
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如 何 な る 關聯 に於 て存 在 す るか を確 め る にあ る。 ㌻

而 して此 の事 を初 めて 可能 な ら しめ る に成 功 した

の はBezangonetPhilibert;BezaugoniPhilibert

etHauduoyで あ る◎ 邸 ち グ リセ リ ン、 ブイ ヨ

ンに嚢 育 した可 成 り厚 い菌 膜 を 固是 して切 片標 本

と し、フオ ンテ染 色 法 を施 して観 察 した 。それ に よ

れ ば 、菌 膜 中に は 明 らか に2暦 を匠 別す る事 が 可

能 で あつ て、 下 贋 即 ち培 養 基 に接 す る暦 は主 と し ・

てi抗酸 性 の菌 鐙 か ら成 り立 ち比 較 的 薄 い上 暦 には
ギ

抗酸性の菌饅はむしろ少 く、更に菌膜の邊縁の極

めて菲薄な、恐らくは養素の供給の不充分であろ

うと考えられる部分に於ては、抗酸性の菌艦 を殆

んど見出さなかつた。而 して菌膜は決して菌膿が

輩に集積 した如きものではな くして、一定の構造

を有する。此の事はグ リセリン馬鈴著上の集落に

就て も同様であつて、構造の主髄をなす ものは非

抗酸性、メチレン青易染性の繊維歌乃至紐状の、

複雑な吻合を形造る一種の支持髄とも見られる物

質であつて、抗酸性の菌髄は唯其の表暦に横たわ

るに過ぎない。而 して氏等は此の物質をTubstance

cyaRophileと 呼んだ◎氏等は幼弱な培養に就て

も亦観察を重ねた結果次の如 く結核菌の集落中に

三つの基本的な形態的要素を匝別した◎即ち結核

菌は先す上述 した如き複雑に吻合交錯する繊維歌

乃至紐猷¢)SubstaRce・cyanophileと して獲育を

始め、頓て其の一定の部位から桿菌形を生じ、次

いで桿菌形中にムッフの頴粒が形造 られ る。桿菌

形の愛性崩壊するとともに頴粒は游離し、新 しい

爽育の出稜勲と成る。斯 くの如 くして氏等は桿菌

形が結核菌の爽育過程中の一段階に過ぎない事を

明らかにした。

氏等の観察は從來我々の窺知 し得なかつ%集 落

内部の構造を明 らか にすると同時に、嚢育様式

の理解に一つの手懸りを與えた ものであうて既に

Micsky;LegouetMagr◎n;1ζa㎞a.Nodinez;

吉田;植 田等によつて確められた。今Kahna.

N(》dinezの所見を吟味するに、氏等は菌膜及び

卵培養基の集落を切片標本として、チール 。ネー

ルゼン染色法を施 して親察 し、上述 フランスの研

究者等 とは多少相違 して、集落中に3暦 を匠別 し

た。最下暦即ち直接培養基に接 着 す る暦は赤染 .

し、主 として長大な濃染 した抗酸性桿菌形か ら成

り立ち、少数の魯染 した桿菌形及び穎 粒 を混 じ

る。中間暦は稽 々淡 く赤染 し、淡 く赤染 した桿菌 ・

形及び顯粒ゆら成 り立つが、同時に可成 りの数の

青染 した穎粒及び桿菌形を混 じる。最上麿は青染

し、極めて多敬の青染 した桿菌形及び顯粒か ら成

り、少数の抗酸性の桿菌形を混じる。而 して氏等

は最上暦を以て最賂畿育の盛んな部分 と判断レ・

其塵に見禺され る青染穎粒かち同桿菌形へ、更に

進んで下暦の濃染穎粒を持つた抗酸性桿菌形への

嚢育の過程を椎測 した。.

併 しながらBezangen-etPhilipertの いうSub・
や

stancecyan◎phileな り、 叉.Kahna.,Nodinez

の非抗酸性メチ をン青易染性の穎粒な りは・果 し

て何物から如何にして螢生するか。上記研究者等

はともに成熟した菌盟中に畠現するムツフ穎粒 と

の關係を考慮し「こいる如 くであるが、ムツフ顯粒

の生物學的意義に關 して疑義のある今日、果 して

氏等の考え方を其の儘受け入れる事が可能であろ

うか。、 一

以上結核菌の形態及び獲育様式に關する特色あ

りと思われる研究の二、三を吟味 したが、街且つ

我々は從來の混迷から睨ずる事が串來ない◎實験

が多岐となるに從つて理解は む しろ 困難を加え

る。併 しながら上述 ミクロマニプラ トールによる,

観察が匝々な所見を結果 したとはいえ、その中に

護芽、分岐による畿育様式を想わ しめる如 き過程

を槻察 した研究者が少 くなかつた事、此の黙に關

しては最近我々の研究室で片山、大岩が行つた観

察の結果か らも明らかであるが種々な攣形の 中に

明らかに蛮芽、分岐を想わしめる様な過程がある。

此の様な事實並びに集落の切片標本による観察に

於て、非抗酸性の形態 と通鴬の抗酸性の形態との

關係が多少とも明らかにぜられた事は注目に便す

る。是等の諸勲が私の實験の端緒 と成つた◎以下

私の槻察の結果 を簡輩に申し述べ、是を既往の多

数研究者の槻 るところと比較封照 しつつ、結核菌

の形態及び蛮育様式に就て考察を試みたい。

實 験1藻 落の内部構造

斜面集 落

3
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卵培養基上の集落を切片標本 とし、チール ・ネ
ールゼン染色法を施 して観察するに、斜面集落は

吻合、交錯 した細V・溝によつて縦横に貫かれた海

綿状ともいうべき購造を持つ事を知る◎此の細 い

溝によつて貫かれた集落の基質ともいうべき部分

は、非抗酸性メチ レン青易染性の桿菌形及顕粒 を

以て満たされ、その溝に臨む部分にのみ東歌に密

集、配列 した抗酸性の桿菌形及び穎粒が認め られ

る。陳薔な集落に於ては、基質は大小の室胞によ

つて占め られ、その溝に臨む部分にのみ刺 伏に密

集 した抗酸性の桿菌形及び穎粧が冒歌に配列し、

集落の形骸は此の抗酸性の菌腱か ら或る薄暦によ

つて辛 うじて保持せ られているが如 くである◎

帥ち私の観察は上述の研究者就中Kahna.No-

dinezの それとは異なる。結核菌がただ輩に集積

していて、その表麿か ら増殖す る と い う考え方

は、私の所見か らすれば到底首肯 し難い。畢寛氏

等が集落内部の微細構造を明 らかにする事が出來

なかつたのは、切片標本を作成する手技の不傭に

蹄すべ きものと考える◇

而 して私が集落中に親た此の細い吻合する溝は

.比較的乾燥 した斜面上での登育を可能な らしめる

ための、巧妙な適慮ではないか と考える◎ と同時

に此の所見は、斜面集落、菌膜及び深部集落の内

部購造の一貫性を立謹するために試みた次に迦べ

る實験の手懸 りと成ρた。

菌 膜

畿育初期の菲薄な菌膜を載物硝子に貼付 して染

色、観察 したゲその所見は上述Bezang◎netPh-

ilibertの それに類似し、繊維歌乃至紐歌の構造が

灘 に吻合・交錯したもの陣 る・此の灘 朕構

造の中軸は一般に非抗酸性であ り.そ の表層には

抗酸性の菌鯉が東歌に密集、配列すゐ。而 して繊

維歌構造の中軸は上述 フランスの研究者等のいつ

た如 く決 して均質無構遭り物質ではなくして、其

嘘には無歎の非抗酸性、メチ レン青易染性の桿菌

形及び穎粒が認め.られ為事に注意 しなければなら

ない。

深 部 集 落

キルヒナー培養基の深部集落は其の繊維状構造

が繊細である以外は其の構造は上述菌膜ノ)それに

よく類似し、なお又繊維歌構造中に於ける抗酸性

及び非抗酸性の形態の配列の關係 も亦略 玉上述菌

膜に類似する。

即ち菌膜及び深部集落が共通、一貫 した構造 を

持つ事は自明であつて、其の構 造 上 の 特徴は吻

合、交錯する繊維歌艦である。 これ を上述の斜面

集落に比較亀封照する時・一見顯著な差異がある

が如 くにも考え られ るが、次の如 く推測する事な

許 されないであろ うか◇即ち斜面集徽 於ては吻

合 した繊維耀 が環境に適慮 して相互に密接 し、

集落内部に観察した細い溝は蟹接 した繊維耀 の

聞に辛 うじて残 された闇隙であると推測する事は

許 されないであろ うか◎逆に菌膜の構造は斜蘇

落中の密接 した繊維歌髄が稻 々粗に離開したもの

であ り、深部集落の構造は更に一一昼粗に離開 した

ものであると推測する事は許 されな いで あろう

か。

資 験2.集 落内部構造の一貫性

上述の推測が誤 ウで潅い事は、次のような簡翠

な實験によつて立詮する事が出來 る。

(1)結 核菌 を接種した卵増養基を横倒 しにし

て、凝結水を以て斜 面を潤お しつ つ培養を綾け

ち。適當の日数の後叢育 した集落を切片標本 とし

て槻察するに、上述斜面集 落 の 溝 は梢々離開 し

て、集落は梢 々粗な繕造を呈する。

(2)結 核菌を接種 した卵培養基にキルヒナ・・一・

培養基を注いで、斜面を完全にキルヒナー培養基

中に沈潜ぜ しめて培養を績けるe然 る時は其の基

部を辛5じ て斜面上 に支持せ られた一見海藻歌の

集落が・キルヒナー楴養基中に浮上 して嚢育する。

此の集落をとつて載物硝子に貼付し或は切片標本

として槻察するに、上述のキルヒナー培養基の深

部集落と略 ぶ等 しい構造 を示す。 〆

。 上述の二つの簡輩な實験の結果か ら、斜面集落

の構造に就て爲 した上述の推測が誤 りでなかつた

事を確め得るのであつて、結核菌集落の構造の一

貫性を端的に立鐙 し得たと考 える。

賀 験3.非 抗酸性形の形態、染色性並び

に配列

一一一4 __
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上述の菌膜及 び深 部集落の切片標本か ら見れ

催 、繊維欣構造は主 として其の中軸に在る非抗酸

性の形態と、主として其の表暦に配列する抗酸性

の形態とか ら成 り立つ◎而 して菌膜或は深部集落

の貼付標本を襯察する際、繊維歌構造が殆んど常

に束欣に配列した無藪の抗酸性の形態を以て埋め

られ、その闇非抗酸性の形態を見萬す事が困難で

ある事は、よく上述切片標本の所見を裏書きする

と考える。併 しなが ら此の観察の不充分である事

は、菌膜或は深部集落の貼付標本を レフレル氏メ

チ レン青液で室温1乃 至2分 間染色 したものを観

察する事によつて知 られ る◎郎ち繊維歌構造中に

は表暦、中軸の刷なく、メチ レン青易染性の桿菌

形及び穎粒が観察萬來るのであつて、此の事か ら

考察すればチール・ネールぜン染色法で拡表賢の

非抗酸性の形態は混在する抗酸性の形態に蔽われ'

て観察が困難となり、抗酸性の形態の比較的少い

中軸に於てのみ非抗酸性の形態が観察出來るので
φ

ある事が理解せ ちれろ《

なお興味のある事は、此盧に観察した非抗酸性

の形態はメチ レン青以外各種の肇基性アニ リン色

素によつても亦容易に染色せ られるのみな らす、

グラム染色法にて淡染せ られ、なお・叉稀薄なメチ

レン青液にて新鮮標本染色が可能で ある事 であ

る。

即ち以上の所見を綜合するに、結核菌集落中に

は明 らかに染色性を異にする2種 の形態が存在す

る。一は抗酸性・難染性、グラム陰性(但 しムツ

フ籟粒は陽性)・新鮮標本染色で不染性であ り、他

は非抗酸性・易染性、グラム弱陽性(但 しムッフ

穎粒は陰性)・新鮮標本染色で可染性である。是等

2種 の形態の相互の關係を閲明する事が .と りも'

なお さす結核菌(ミ コバクテ リウム)の 畿育様式

を解明するのではないかと考えられる。併 しなが

ら・ただ其の位置の關係か ら見て、直ちに後者を

以て前者に嚢育すべき前の段階であるとするKa・ ＼
灘

hna・Nodinezと の判噺は早きに失する嫌 いがあ

る。何故な らば今假 りに期様な判断が許されたと

しても・それでは非抗酸性の形態は何物か ら如何

にして生 じたか という疑問に逢着 して忽ち返答に

窮するか らである。併 しなが ら士述の如 き材料噸

方法を以てしては、到底是以上の穿馨は困難であ

るが、幸いにして獲育初期の小形、菲薄の集落の

槻察はよく此の疑問に解答を與 える。未だ嘗つて

試み られ なかつた斯様 な初期集落の観察は寸又同

時によく結核菌(ミ コバクテ リウム)の畿育様式及

び嚢育のそれぞれの段階に於ける形態、染色性の

推移 を容易に理解せ しめる◎

實 験4.爽 育初 期 集 落 の観 察

方 法 に就 て は 、此 塵 には概 要 を述 べ るに留 め る。

(1)ソ ー トソ培養基上 の菌膜が液面 の・孚ばを蔽つ

た時 に、菌 を膜沈下せ しめない様注意 しつつ、培 養瓶 を

稽 々強 く動揺 しめて菌膜 を2・3片 に破砕す る。斯様に

した ものを更に2乃 至3週 間37。Cに ・戎は室湖 ・暗

所 に3乃 至4週 間翻 置す る時 は、厚い菌膜 に接 して或は

それ か ら離れ た液面に、孤立 した或は2,3箇 宛集合 し

た、直脛 二互至2mmの 、 次白色 、圓形 、 菲薄 な初期

菌膜が橘 々と獲育す る。是を小形 の スパ ーテルに て注意

深 く掬い取つて、豫 め卵 白グ リセ リソを薄 く塗布 した載

物硝子に貼付 する◎

(2)キ ル ヒナ ー培養基に培養す る時は、それぞれの

菌型に糠 じて一定 日敷後に菌膜が獲生するが 、肉瞑にて

認め得 る程度に獲育す る直前に、ル ーペの助けを籍つて

初 めて認 め得 る程度 の ものを(1)同 様に して掬い坂 つ

て載物硝子 に貼付す る◎ ・

(3)キ ル ヒナ …培養基 の極 初期(1週 間以丙)の 深

部集落を ピペ ッ トにて静 かに吸引 して、(1)同 様に して

載物硝子に貼付す る。

上 記3種 の材 料 の 中(1)が 最 も鮮 明 な標 本 を與

えるが 、(1)の 方 法 に よつ て菌 膜 を作 り難 い菌 株

に就 て は(2)或 は(3)を 以 て 満 足 しな けれ ば な ら

な い◎.'

是等の方法によつて得た初期集落をチール ・ネ
ールゼン法にて染色 した標本 を観察する事によつ

て・各種の形態、染色性の菌髄の自然の配列を初

めて明 らかにする事が出來る。配列は勿論菌型に

よつて多少の相違はあるが、其の基本的な ものは

常によく一致する◎観察の容易なスメグマ株の所

見を中心 として其の概要を記載すれば次の如 くで
齢

あ る 。
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帥ち菌趨は常に鎮歌に連な り蓮鎖は相互に接着

して集束を形造る傾向がある◎其の傾向は非病原

盤抗酸性菌に於ては顯著でないから、その初期菌

膜は蓮鎖が四方に放射妖に伸びて恰 も樹根状 を呈

するが、病原性抗酸性菌に於ては其の傾向が顯著

であつて、連鎖は初期から相接 して 集束を形造

り、集束は相寄 り、菌膜は當初か ら膜歌を呈する◎

蓮鎮の先端には常に非抗酸性、メチレン青易染

性の懸歌の形態がある6そ の長 さはスメグマ株に

於ては8乃 至9ミ クロンにも達 し鳥型菌はそれに

次いで長 く6ミ クロン内外であ 砂人型及び牛型菌

に於ては比較的短 く3乃 至4ミ クロンである。綜

歌形の基部には通常数個の濃染籟粒一 人型、牛

型及び鳥型菌に於ては通常1個 一一を認める。次

に蓮なるものは上述同様非抗酸性、メチ レン青易

染性の桿菌形であつて、その長 さはスメグマ株及

び鳥型菌に於ては3ミ クuン 内外であり、人型及

び牛型菌に於ては乃至1.5乃 至25ミ クロンで

あつて、通常そ㊧内部に歎個の濃染穎粒一一 人型

及び牛型菌に於ては通常1侮 一一を持つ◎次に連な

葛 ものは上述同様の桿菌形であるが、通常その一・

端から非抗酸牲、メチ レン青易染性の小突起 を出

すか、或はその一極にメチ レン青 易染性の比較的

大なる穎粒 を有 し、菌髄は李等 に淡紫赤色乃至淡

桃色に染色せられ、抗酸性を示す¢次に蓮なる桿

菌形は梢々濃 く赤 染 し、その一端から非抗酸性メ

チ レン青易染性の比較的長い分枝を爵す◎以下順

次連鎖 を基部に追跡すれば、桿菌形の抗酸性がi次

箏に高度となるに俘れて、漸次穎粒朕の構造 を示

し來た り、途には菌髄内に3,"4佃 の濃赤染籟粒

を認め穎粒 と穎粒 との闇隙は不染の儘であるdi連

鎖の基部に於ては桿菌形の輪廓は不分明とな り、

途に漕失して抗酸性の顯粒のみが念珠歌に連なる

に至る◎と同時にそれぞれの桿菌形に附随 した分

枝は次第に長 く域 り＼ 非抗醗 懸繊 形のみであつ

たものが、次にはその後に非抗酸性の桿菌形を連

ねたものとな り、次下次第に多歎の抗酸性桿菌形

を蓮ねた長 いものとな り、主幹の連鎖に等 しい連

鎖 を形造 り、更にその中の桿菌形か ら小分枝を禺

すに至る。因みに分岐の檬式は非病原性菌と病原

性菌とは多少相違する。卸ち前者に於ては桿菌形

の後端とそれに績 く桿菌形の前端とから、向い合

つて併 し相互に喰い違っで嚢芽、分岐するのが通

常であるが、後者に於ては桿菌形の前端か ら、交

互に左右方向を異にしつつ焚芽、・分岐する此の獲'

芽、分岐の様式の相違が上述の如 き集束形成の傾

向を左右し、從つて初期菌膜 の形状 を結果するも

のと考えられる◎

上述の如 く漸次形態、染色性 を攣化する菌燈か

ら成 ゆ立つ蓮鎖こそは、結核菌(ミ コバクテリ.ウ

ム)の 螢育様式 を我々の前に端的に展示するもの

である。上述の観察か ら面ちに抗酸性の形態 より

は非抗酸性の形態が、結核菌(ミ コバクテ リウム)

の獲育過程中に櫃要な役割を演する事 を理解し得

るが、なお次の如き染色法を試みる事に依つて○

その理解を確固とした悉のとする。上述と同様に

して作つた標本をヘマ トキシリン液(Eeidenhaih

法)及 びギみザ液にて染色するに、連鎮の先端の

綜歌形、それに績 く桿菌形及び登芽のみが常に濃

染 し、それ らの後に綾 く多数ゐ桿菌形一一抗酸性

桿菌形に相當する一一一は何れ も殆んど染色せられ

ない◎

即ち蓮鎖の先端に位する非抗酸性の形態こそ結

核菌(ミ コバクテ リウム)の 嚢育に直接たすさわ

る要素であつて、抗酸性の形態は、嚢芽によつて

生活物質の脱餌し去つた後の攣性の過程 を辿 φつ

つあるものと見倣すべきではなかろうか。此の貼
タ

に就ては後刻更に槍討を加え度い。

なお、上述同様にして作つた標本 をムツフ染色

(ワイス改良法)す るに、綜猷形、それに績 く桿

菌形中には顯粒を見す して、獲芽後の桿菌形中に

初めて微細な頴粒を見出し、連鎖の基部に進むに

俘れて次第に大形な穎粒を見 る。

實 験5.組 織内の集落

上述したところによつて、腱外、培養塞上に於

ける結核菌(ミ コバクテリウム)の 磯育様式 と、

畿育、攣性に俘 う形態、染色性の攣化を明 らかに

する事が萬來たと考えるが、次には髄内組織内に

於ても亦同様な様式に從つて嚢育するか、乃至は

全 く異なる様式に從 うかを吟味 しなげればならな

い。其のために結核菌感染 モルモツ トの組織の塗

一6_



毒 191

抹標本、及び切片標本、肺結核患者の喀疫、同空

洞穿刺液、腎臓結核患者の摘出した腎臓の乾酪化

組織の塗抹標本及び鼠癩菌感染白鼠の皮下肉芽組

織の塗抹標本 を何れ もチール ・ネールぜン法其の

他にて染色 して観察 した。

組織内の集落は培養基上のそれの如 く整然とし

た配列をとらす、観察は常に必すしも容易でない

が、集落中には明らかに非抗酸性;メ チゾン青易

染性の形態と、抗酸性の形態 とが短い鎖歌の配列

をするのを観察する事が爾來る◎更に腎臓の乾酪

物質の塗抹標本に於ては、明らかに繊維歌構造を
恥

示す小集落を親察 した◎

一 上述の所見は増養基上のそれの如 く鮮明なもの

ではないが、なお且つ髄内、組織内に於て結核菌

(鼠癩菌)が 、盟外、培養基上に於けると同様の

檬式に從つて獲育する事を理解せ しめるに足るも

ので ある。/

総 括 並 び に 考 按

集落の外親と其の内部構造

結核菌 撃 コバクテ リウム)の 集落は・その襲

育する環境の相違するに從つて、外槻に稻々著し

い差異 を生 じ、同時にその内部構造に恵亦一・見顯

著な差異が.見られる◎併しなが ら上述の観察か ら

すれば、それは軍に環境に從つて見かけの構造を

異にするに過ぎないのであつて、基本の構造は常

に共通・一貫した竜のである◎組織内に於て作ら

れる集落 も亦、培養基上のそれと同一の基本の構

造を持つ ものと判断せられる。 一

護 育 様 式

斜面・液面及び液面下の集落の切片標本及び貼

付標本からも・嚢育様式に關する或程度の推測 を

下し得るが・稜育極初期の集落の観察に依つて初

めてそれを閾明する事が出來る。そ れ ぞ れ の形

態・染 色性の菌髄の配列及び嚢芽、分岐の様式等

から考察する隊 蓮鎮¢洗 端に位置する非i抗酸性

の綜歌形を最 も重要観しなけれぽならない。而 し
つ綜歌形基部の濃染穎粒を持つ部分 と是に績 く非

抗酸性の桿菌形とが構造、染色性の一致する鮎か

ら考察 して、桿菌形は懸歌形基部の分断 して生 じ

たものと判筋するのが最 も自然ではなかろうか。

郎ち懸歌形は菌綜にも擬すぺきものであつて・嚢

育、伸長する他方漸次其の基部から成熟 して、構

造に攣化を起 し、途に節状に分離する。帥ち分節

を生 じる。斯 くの如 くして生 じた分節が即ち桿菌

形である。桿菌形内部に於ては構造特に核物質の

分布の攣化は更に進み、核物質は途匠その一極に

集 まり、やがてそれから畿芽する。螢芽 は褒育、

伸長 して、上記同檬の過程を繰 り返 えす。而 して獲

芽にまつて生活物質を失つた分節一一 桿菌形は組

成、構造に顯著な攣化を起 し、或種の攣性の過程

を辿る。從來結核菌(ミ コバクテ リウム)の 菌燈

組成を化學的に分析 した多歎研究者の成績を参照

するならば、此の攣性がどのような性質のものか

は自ら明らかとなる。帥ち分節一 桿菌形内には

脂質が増加し、又特殊な結合朕態に達 し、其の結

果が抗酸性という染色上の特徴として観察せられ

るのではなV・であろうか。抗酸性 に 攣 じた分節
一 桿菌形から後刻逞れて再び獲芽するのを決 し

て見な"黙 から考えて、抗酸性¢)桿菌形を既に爽

育力を失つたものと判断して誤 りはな い で あ ろ

う◎而 して此の判断の誤 りでない事は、次の所見

によつても亦裏書 きせられる◎帥ち當初挙等に弱

抗酸性であつた分節一 桿菌形が蓮鎖の基部に進

むに俘れて、換言 す れ ば 時闇が経過するに俘れ

て、炎第に穎粒歌の構造 を示 し、桿菌形の輪廓が

浩失するに至れば、途に穎粒は露出して念珠歌に

蓮なるに至るからで ある。

即ち獲育力を持つ要素は專 ら蓮鎖の先端に位置

する非抗酸 性の形態であつて、奨の稜育は形態の

攣化の黙か ら見る時は、綜殊形か ら桿菌形へ、桿

菌形中の穎粒か ら獲芽へ、獲芽から再び綜歌形へ

という過程を繰 り返えす。又核物質の漕長の黙か

ら見る蒔は、當初懸状形中に挙等に分散 した核物

質は、威熟に伴れて其の基部に穎粒歌に凝縮 し、

やがて其の部分が分断せ られるとともに桿菌形に

移行 し、後獲芽するに至れば其の内部 に挙等に分

散する。帥ち核物質の側か ら見れば、相の攣化の

繰 り返えしである。

此の磯育檬式 を要約、圖示すれば下圖の如 くで

ある。

一 一7-一 噂
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分 節

謝
諮乱

謝
転

弱抗酸性 → 柵

檸 菌 形

航 酸 性 ,2蓮謡里し抗 酸 性
楳 菌 形,粒

一

集落形成の遇程 。

上述の如 く して生 じた多数の連鎮は相互に

相接着する傾向がある◎其の傾向は人型叉び牛型

菌に於て最 も顯著であつて、鳥型菌それに次ぎ、

スメグマ株に於ては比較的顯著でぼな)、。此の事

は一つには獲芽、分岐の檬式 とも關係すると考え

る。

斯 くの如 くしで獲育 して生 じた菌燧一一 分節は

順次鎖状に蓮な り蓮鎖申の菌髄一一分節か ら生 じ

た分枝が是に接着 し、馨分枝相互 も接着する。分枝

か ら更に分枝を生 じ、薪 しく生 じた分枝 は密接 し

た蓮鎮 と連鎖との闇の有るか無 きか の闇隙に懊

入、伸長する◎其の結果は當初1本 の蓮鎖に過ぎ

なかつた ものが、次第に多籔の蓮鎖か らなる集束

に攣する。此の集束こそは上述集落中の繊維歌の

構造その ものであつて、それが複雑に吻合、交錯

した ものが集落であり、菌 膜 で あ る。而 して吻

合、交錯の粗密の差が集落か外観及び構造に一見

顯著な差異を齎すに過ぎない◎

多形態性の主張批判

結核菌乃至一般 ミコパクテリウムに就ては、古

くか ら多藪の研究者によつて種々な形態、染色性
み

が記載せ られた。其の結果は一般に多形態性を是

認 しようとする傾向にある◇併しながら私が上述

の如 く蓮鎖中に観察した種々な形態、染色性を、

是等多籔の研究者によつて記載せられたそれ と比

較、封照する時、それぞれよく一・致するのに一驚

する◎帥ち多歎の研究者の記載した形態㌔染色性・

例 えば非抗酸性練歌形、同桿菌形》同顯粒形、獲芽

形、分岐形及び長短不同の抗酸性籟粒形は、いす

れ も上述私の親察した連鎖中に見出される。即ち

此の事から多籔研究者の得た所見が、いすれも誤
ウ ぴ

りでなかつた事が判明すると同時に、それ らが個

ぐ 断片的な所見に過 ぎなかつた事 が 明 らかとな
る◎從つて叉此の様 な断片的な所見に立脚 したた

めに、其の當然の結果 として匠 々な嚢育様式が考

案、提唱せ られた?)で あろう。

形態、染色性韮ぴに配列に蘭する其の他の疑問

第1は 集束の表暦に抗酸性の形態が多 く・、其の

中軸には非抗酸性の形態が多いのは何に因るかと

いう疑問である◎此の疑問に封 しては次の如き解

答が用意せ られるであろ う◎卸ち上述の如 く蓮鎖

が相互に接着 し、更に薪 しく生 じた多数の分枝が

次第に蓮鎖と蓮鎖 との間の有るか無 きかの間隙に

襖入、伸長する結果は、集束を形造る蓮鎖相互の

接着は次第次第に繁密 となる◎其の結果は集束の

表暦に在る菌髄に比較すれぱ中軸に在るそれは機

械的に縢迫せられ、養素の癬取 も亦妨げられ、其

の畿育が妨げられる結果は申軸には攣性 した抗酸

性が少いのではないであろうか。

次に喀湊或は培養菌の塗抹標本を槍鏡する際結

核菌が鎖歌の配列をせす して、む しろ多 くの場合

東歌に配列するのを槻るのは我々の日常経験する

ところであるd此 の事は從來結核菌を細菌と見倣

す立場からすれば・當然疑問となる。併 しなが ら

上述の如 く理解した畿育様式、更に進んで集束形

成の過程から見れば、當然の結果である◎帥ち上

述の如 くして集束が形造 られる結果は、集束中の

菌膿は相互に横の接蔚が極めて緊密であるか ら、

集落從つて集束が破砕せ ら麗る時は、菌髄は蓮鎖

歌に剥離するよウは、むしろ横に東歌に、離駈せ

られ易い事に因るのであろう◎ 、

8
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更に結核菌乃至一般 ミコバクテ リウムは直桿菌

として出現する揚合 もあるが、往々にして多少と

も轡曲した形態を示す事は 、既に古 くR・Koch

の記載にも見るところであ りA又 我々の日常経験

するところである。此の形態上の一つの特徴は、

實に獲芽に際して起るところの攣形の結果に外な

墜らない。即ち鎖歌に連なる菌膿の端部か ら叢芽す

るため、畿芽する菌髄 とそれに績 く菌髄 とは相互

に喰い違つそ轡曲する結果に外ならない◎

又結核菌乃至一般 ミコバクテ リウムの抗酸性が

菌髄被膜の性質 と密接な關聯があるやに主張する

研究者が決して少 くないが、此の考え方が當 らな

い事は上述の所見か ら自明である。即ち連鎮の基

部に於て桿菌形の攣性が進み、途に其の輪廓が清

失 して穎粒が露出した場合に、なお且つ抗酸性を

保持する事實を見れば明 らかである。斯 くて抗酸

性は被膜の性質に因るよりは、む しろ桿菌形の攣

性に際 して生 じた脂質乃至は其の特殊な結合歌態

に因ると理解すべきであろう。

ムツフ穎粒と抗酸性頴粒

結核菌乃至一般 ミコバクテリウム中に見出され

るグラム陽性穎粒に就ては・、再隼能力を持つと考

える研究者はMuch以 來決 して少 くない◎併 し

なが ら上述の如 くしてグラム及びムツフ染色法を

試みた結果か ら見るに、蓮鎮の先端の懸歌形、そ
」れに績 く桿菌形及び嚢芽は何れ も常にグラム弱陽

性に染色せ られ、その内部には殆んど頴粒 を見な

いが獲芽後¢審 菌形はグラム染色性が減弱すると

同時に、其の内部に次第にグラム陽性の微細な穎

粒が出現 し、蓮鎮の基部に進むに俘れて穎粒は漸

次大形 と成 り・1個 の埠菌形 中に3乃 至4個 の。

比較的大形な球歌の穎粒として観察せ られ、桿菌

形の輪廓の清失するとともに、念珠歌に蓮なつた

或は孤々に游離 した穎粒として観察せ られ巻に至

る◎

此の所見を上述チール ・ネールゼン染色法に依

る所見、即ち蓮鎮基部の菌髄内に於℃は抗酸性物
ポ ヤ

質が漸次穎粒歌に濃染せ られ、穎粒と顯粒 との聞

隙は不染の儘であつて、恰も塞胞の如き観 を呈す

るのと比較、封照する時は、此の不染の部分 こそ

は實にムツフ穎粒そのものでなけれぽな らない事
観

が容易に判断せ られ る。 ・

ムツフ顯粒は上述の如 く桿菌形が夢性するに俘

れて、其7)申 に含 まれたグラム陽性物質が自然に

次第に顯粒歌に凝縮 して生じたものであるが、抗

酸性顯粒は焚芽後の桿菌形中た初めて出現した抗

酸性物質が、上述の如 く.してムツフ穎粒が次第に

膨大 して行 くに俘れて次第に其の間隙に歴縮せ ら

れて、二次的に形成せ られたものである事が判漸

せ られる。因みに連鎖の基部に進み、ムツフ顯粒

が次第に大形となるに俘れて、抗酸性物質が漸次

顯著 に顯粒状構造 を示 し來たると同時に・抗酸性

の強さを増す事實、並びにムツフ穎粒が常に略 玉.
タ

大 さの一定した球歌であり、抗酸性の穎粒は之に

反 して長短不同の短桿歌である事實は・ともに上

述の判断を支持するのであろ う。いすれにして も・

此の2種 の穎粒は菌鎧の憂性に伴れて形造 られる
　

ものであつて、爽育力を有 しない形態である事は

明 らかであろう◎

非抗酸性の形態こそ病源そのものではなかろう

か

上述の如 く閲明せ られた畿育 様 式 に立脚する

時、蓮鎖の先端に位する非抗酸性の形態 こそは嚢

育カー 從つて同時に肩原性、冤疫原性を持つ要

素であつて、抗酸性の形態及びムッフの穎粒はい

すれ も既に獲育力を喪失 し、攣性した形態に過 ぎ

ない事が容易に理解せ られる◎斯 くて結核の病原

は抗酸性の桿菌形、即ちR.Kochの 桿菌で もな

く、又一部研究者が主張するムツフの穎粒で もな

いのであつて、實に上述の非抗酸性の形でなけれ

ばな らないこととなる。

鼠癩菌に就ては未だ培養に成功せす、從つて培

養基上D形 態、配列を明 らかにする事が出來ない

のは遣憾であるが、上述組織内の菌集團の槻察か

らすれば、矢張 り結核菌と略 ぶ等 しい様式に從つ

て爽育する事が推断せ られ る◇從つて此の揚合 も

亦結核菌と同様にして、非抗酸性、メチ レン青易

染性クう形態を病原としなければならないのではな

かろうか。抗酸性の桿菌形、帥ちsiefanskyの 桿

菌は攣性 した形態であつて、既に爽育力、從つて同

時に病原性を喪失したもの と見 倣すべ きであろ

う◎ 一

9
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人癩菌に就ては今回は供試する事が出來なかつ
ぬ も

たが、恐 らくは鼠癩菌に近似するのではなV・かと

推測せ られるか ら1抗酸性の桿菌形、即ちHansen

の桿菌は人癩菌 その ものではないのではないかと

いう事が推測せ られる。融

結核菌(ミ コバクテリウム)の分類學上の位置

かつてLehm繊u・Neumannが 非抗酸性綜歌

形、分岐形等に關する當時の研究者の断片的な所

見をよく綜合判断して、此の種の菌 を放線歌菌に

屈せ しめMycobacteriumと 銘名した慧眼には敬

服の外はなV・。併 しなが らBergey(1939)は 此

の種の菌を再び分裂菌中に包括 した◎唯其の際貫

、、正細菌とは別にActin◎mycetatalesな る一 目を設

けて其の中に屡せしめ多少匠別した◎

結核菌以下一般 ミコバクテリウムは上述の如 く

或時は分裂菌に屡せ しめ られ、叉或時は分裂菌か

ら分離せられ、其の分類學上の位置が判然としな

い。而 して一般 には分裂菌と懸状菌との中間に位

し、放線歌菌に近縁のものではなかろ う,かという

ふうに漠然と考えられてきたのであるが、上述の

私の槻察の結果か らすれば、此の種の菌が分裂菌

でないとV、う事は、もはや疑 う蝕地はなb。特に攣

性した菌膿の示す染色上の特徴である抗酸性に立

脚 して銘名、分類する事が不合理でもあ り、亦無

意味でもある事はいうを要 しないと思 う◎

此の種の歯が分裂菌でないとして、それでは分

類學上如何なる位置を占めるべきか という顯にな

ると、在來のように簡輩に放線歌菌に薦せ しめる

事が可能か どうか、此の黙に就ては類似の二、三

の菌を上述同様の方珠で仔細に観察した後に熟考

したいと考えるが、暫定的には分裂菌か ら分離し

て放線欣菌に麗せ しめ、 ミコバクテリウムξ呼ぶ

のがやは り穂i當ではないかと考 える。

濾過形の主張批判

縮核菌の形態及び獲育様式を論す るに雷つて看

過 してはならないものは、濾過形及びG形 に關す

る主張である◎併 しなが ら上述の如 く明確に形態

及び稜育様式を閲明する事が璃來た今、如上の形

態及び嚢育様式 を離れて、他に別な形態及び獲育

様式の存在する事を考える事は困難である。ただ

併 し上述綜厭形、それに績 く桿菌形及び嚢芽の中

に親た核物質は、それ らの形態 としてのみ獲育力

を嚢揮するものであつて、それらの形態が破砕せ

られ、微細 な核物質の破片 として游離 した揚合に

は、 もはや生活力乃至襲育力 を保持 し得ないか ど

うかは、併 しなが ら俄かに断定する事は出來ない

であろ う。因みに爽芽直前の穎粒は菌髄が破砕せ

られ、游離した揚合に も、嚢育するであろ う事は

勿論容易に推測せられ るが、併 しながら此の物は

濾過器を遽過するには絵 りに大形に過 ぎる◎

結核の細菌學的診漸法の再検討

今や結核の病原を上述の如 く見 る時、其の細菌

學的診断法は嘗然再槍討を要するものとなる。非

抗酸性の形態 とi抗酸性の形態 とが多 くの場合相伴

つて出現するであろう事は推測せ られるが常に必

すそうであるとは断言出來ない。抗酸性の形態の

みが禺現 して、非抗酸性の形態 を鉄 く場合 もあり、

又その逆の場合 もあるであろう。

癩の細菌學的診臨法も亦同様の理由で、訂正を

絵儀 なくせ られる。

結核の病理、冤疫及びアレルギー

結核の病理、冤疫及びア レルギーが上述の如 き

畿育様式と如飼檬に結琶付いているかは、興味あ

る課題である。例えば病理組織學的攣化は畿育し

つつある非抗酸性の形態 に封する組織の反慮 と、

攣性、崩壊の過程を辿 りつつある抗酸性の形態に

封するそれ ζに分つて・分析的に再槍討する必要

がある◎又結核の冤疫及びアレルギーの焚現のた

めには、組織内に生結核菌が存在 し、且つ嚢育 し

つつある事を前提とする事は一般に是認せ られる

ところである◎弼も上述の観察か らすれば、嚢育

力を有する要素は抗酸性の形態ではなくして、非

抗酸性の形態であるか ら、結核の冤疫及びア レル

ギーは此の非抗酸性の形態 と關聯するところの生

髄の反鷹として再桧討せ られなけれぱならない。

同檬の理 由で、人癩笈び最癩の病理及び冤疫 も

亦、該當する非抗酸性の形態 との關聯に於て再槍

討せ られなければならない。

結核菌の特瑚な抵抗性

結核菌は芽胞 を形成 しない細菌であるにも拘 ら

す・種々な外界の影響 に比較的よく抵抗する事 を

疑問とせられてきた。此の特別な抵抗性は果 して

一一一・10 _
ノ
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何に由因するか。蝋質被膜¢)存在 を想定 し、或は

菌盟に蝋質の含有の多い事を以て詮明しようとす

る研究者が決 して少 くないが、何れ も抗酸性の菌

盟 を封象としたものであるから此塵に論議するを

要 しないと思 う。

結核菌の示す此の抵抗性の読明は上述の畿育様

式か らすれば困難ではない◎帥ち結核菌の嚢育過

程中には、上述懸朕形の如 く核物質の鑛散した自

由に嚢育する形態の時期 と、核物質が凝縮 したい

わば嚢育の休止 した嚢芽直前の頴粒歌の形態 を示
翫
す時期 とがある。後者の形態が一種の胞子であつ

て、一般 嚢育形の細菌に比較 して多少とも抵抗性

が大である事は、容易に理解せ られる。帥ち結核菌

乃至一般 ミコバクテ リウムの示す特別な抵抗性の

立脚する形態的特後 を捕捉する事が萬來たと考え

る。そして此の事は結核及び癩に封する治療法及

び治療藥の研究に一つの撮所を與 えるであろう。

終りに臨み、私見を申述べる機會を與えられた本會會

長服部峻治郎博士に深謝し、併せて學術研究會議から多

額の研究補助金を得た事嶺申添えて謝蹴に代えれい。露

(追加)有 馬研究所 青 山 敬 三

1・ 御畿表によつて私共年率の主張が多 くの鮎

に於て裏書きされた謁で、此の鮎欣快に堪えまぜ

ん。

1・ 示 された索歌集落の形態は私共の観察中に
ニー一一於けるSとRの 中間型の集落に相當するので

、之

は菌の髄表物質が各価の菌を蓮絡するに足る程の

粘稠度を有するが爲であり、若 し典型的 なS型 菌

に就て観るな らば、此の揚合は髄表物質が孚流動

性乃至水溶性である爲に各個の菌は連絡せす、各

々孤立分散 して均等培養になる◎但 し多 くの揚合

結核菌が索歌に成る事は普通の環境が結核菌に極

端なS型 磯育を許 さぬ爲であるに相違ない。

喜・ スメグ噛 ・鳥型結核菌の集落の索歌形態
の有様 も要は夫々の菌の髄表物質の粘稠度如何に

支配 される課であるゼ.

1・ 願わ くば今後S型 を考慮の中に置かれて御

研究を進め られたいと念願 し、敬意 を表 して追加

する次第です。

(i追加)木 村 康

1・ 最近余等の教室に於て行いつつあるフィル

ム増地培養法並びに其の攣法に於て大髄植田教授

の畿育型式と類似の成績を得るが護育の先端部に

於ても非抗酸性菌を認め得ない。多少の抗酸性の

減弱 を認めるのみ◎

2.か りに一歩を護つて、この所謂非抗酸性菌

にのみ病原性ありといわんと欲すれば、抗酸性菌

と非i抗酸性菌とに就て別燗にその病原性を動物實

験等によつて槍討 しなけれぱな らない。

・(遽 加)九 州大學 戸 田 忠 雄

御獲表の成績そのものはすぺて正 しいと思い◎

興味深 く拝聴 した◇然 しなが ら其の結論としてい

われた抗酸性の桿菌そのものは攣性した生活力の

ない菌だといわれる鮎に就ては論旨が飛躍 し過ぎ

ている◎演者が述べなかつた他の方法で實験を行

えぱ、抗酸性型が生 きているという之 とはわかる

のである。私共 も結核菌の嚢育の過程に非抗酸型

の出ることは認めているのである。唯抗酸性型そ

のものの病原性、冤疫學的意義をここで演者がい

うような黙までいうことが現在のところでは行き

過ぎではないかと思 う。

(同答)植 田 教 授

青山博士に封 して

菌膣表物質に關する年來の御研究を興味深 く拝

見 してお ります◎そ して獲芽が直ちに主翰の蓮

鎖に接着するという勲か ら私 も菌燈表に何か或

る物質があるのではないかと考えてはお ります

が、未だ眞髄的に實験は致 してお りません◎

(木村教授に封して)》

御使用の方法はフイルム培地培養法に類似する

ものの如 く考 えます。緒言の中で ミクロマニプ

ラ トール乃至類似の方法による所見はどのよう

に批斬すべきかを申上げましたか ら、それによ

つて御理解を願いたいと存 じます。

(戸田教授に樹して)

御質疑の要黙は非抗酸性、抗酸性の形態のいす

れに生活力があるか という黙にあるように考え

勢 が・テ〃ライ トの還元作用が蓮鎖の先端の

懸歌形、それに績 く桿菌形及び獲芽に相欝する

形態にのみ認め られたことか ら非抗酸性の形態

にのみ二生活力があるという確信を強めた とい う

事を申上げてお答えと致 したい。
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